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　広報誌40号発行にあたり一言ご挨拶申し上げます。
　日頃は病院運営にあたり格別なるご高配を賜り厚く御
礼申し上げます。
　この夏、参議院選挙では、与党の大敗により衆議院、
参議院とも与党が過半数割れとなりました。さらに、公明
党が連立政権より離脱し、政界再編ともいうべく、ごたごた
が続き、あっと驚く自民・維新の連立政権が誕生しました。
　自民・維新の連立政権に伴う合意書では、医療・介護
に関して、物価高騰で赤字化が進む病院や、介護施設
の経営改善に取り組む方針も含まれておりますが、6月に
成立した3党合意を踏まえるとの文言もあり、それには新
たな地域医療構想に向けた病床削減や、医療費の削減
なども盛り込まれていることから、医療、介護において、今
後どのような体制の青写真を描いているのか不明で、病
院運営においても不確実性が高まっていると言えます。
　しかし、この年末からは、2年ごとに行われる診療報酬
の改定の議論が始まることを考えると、来年度も診療報
酬の大幅な増額は困難であり、多くの医療、介護に関わ
る関係機関は、相も変わらず厳しい運営を行わざるを得
ないと思われます。
　ところで、10月19日は57回目の創立記念の日となりま
す。先代の院長 辻村明が、東境の地で有床診療所を開
設からゆうに半世紀を超えました。ここまで長く病院を運
営することができたのも、ひとえに地域の皆様のおかげで
あると感謝の念に堪えません。
　そのことを胸に刻み、どんな困難も乗り越える気概を
持って病院運営を行う所存であります。
　最後になりますが、今後も地域の皆様のお役にたてる
よう職員一同、さらに研鑽を積んでまいる所存です。
　皆様には、今後ともよろしくご指導・ご鞭撻賜りますよう
お願い申し上げます。
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・いつも明るく患者様の満足を常に考え、 
医業に専念します。

・地域に働く人々及びその御家族の幸せを
第一に考え、信頼される調和のとれた病
院を目指します。

・同じロマンを持つスタッフが一丸となり
得られた成果を社会に還元し、医療の質
向上に努めます。

・個人としてその人格を尊重され、適切な医療
を平等に受ける権利があります。
・病名、病状、予後、検査と治療の内容と危険
性、薬の効果と副作用などについて十分に理
解できるまで説明を受ける権利があります。
・治療法など自らの意思で選択する権利があり
ます。
・個人の情報やプライバシーが守られる権利が
あります。
・これらの権利を守るため、患者様は医療従事
者と力を合わせて医療に参加、協力する責任
があります。

基本方針

患者様には以下の権利と責任があります。
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　とろみ飲料自動調理器「とろみ給茶機」を本館病棟、
別館病棟に各1台導入いたしました。

を選択して給茶が可能です。
　嚥下障害などで飲料にとろみをつける必要がある患者
さんでも、自分で手軽に給茶していただくことが出来ます。
　機械で作成しますので安定した濃度のとろみをつけるこ
とが可能です。
　もちろんとろみの必要無い患者さんにも「とろみなし」で
使用していただけます。
　職員にて試飲を行ったところ、緑茶、むぎ茶ともに風味
豊かで美味しいと好評でした。
　患者さんの快適な入院生活の一助になれば幸いです。

-とろみ給茶機
　　  導入しました-
-とろみ給茶機

　　  導入しました-

栄養科より

・とろみなし、とろみあり（薄い、中間、濃い、の3段階）
・緑茶、むぎ茶、水
・冷たい、温かい



10月8日  防災訓練を行いました
　今回の訓練では病棟3階の部屋からの出火を想定し、実際に火災報知器を作動させて消
防への通報、初期消火、避難誘導、救出救護などの訓練を行いました。またAEDを用いた救
命救急訓練も行いました。
　災害はいつ起こるか分かりませんし、いつ救命の必要な場面に出くわすかも分かりませ
ん。病院職員としていざというときに迅速に動けるように備えて参りたいと思います。
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　高齢化社会の進行に伴い、認知症患者の数も年々増加しています。
　厚生労働省の調査によると、2020年時点では認知症患者数は約600万人と推定されてお
り、2040年には約800万人に達すると見込まれています。
　この増加に伴い、医療・介護の需要も高まっており、政府や地方自治体は支援体制の強化に
取り組んでいます。
　当院は、令和3年度に愛知県の実施する認知症地域医療研修事業の認知症対応病院実地指
導を受け、令和4年に愛知県より認知症対応病院として認定をいただきました。
　その後、多職種にて構成される認知症対応チーム（Dementia Support Team、略称：DST）
にて対応活動を続けています。
　今年、認知症患者のさらなる医療・ケアの質向上を目指して、愛知県医師会の主催する認知
症対応病院ピアレビューに参加しました。
　これは、認知症対応病院に認定されている病院のDSTが相互に病院を訪問しあい、各病院
の認知症ケアに関する取り組みについて相互評価を行うことで、病院における認知症ケア体
制の向上を図る目的で行われているものです。
　今回は、春日井リハビリテーション病院様と相互訪問を実施させていただき、とても参考に
なるご指摘、ご意見をうかがうことができました。
　ピアレビューで得た知見を今後の診療に活かし、地域の皆様
のお役に立てるよう、さらに尽力してまいります。

お知らせお知らせ

認知症対応病院ピアレビューに
参加しました

認知症対応病院ピアレビュー様子


